
資料１－４
指紋を活用した出入国管理体制の構築に当たっての検討事項及びスケジュール

平　成　１　６　年　中 平  成  １  ７ 年　中

１２月：犯罪対策閣僚会議

１２月：国際組織犯罪等・
　　国際テロ対策推進本部
「テロの未然防止
　　　　に関する行動計画」

【犯罪対策閣僚会議】
　
 検討結果及び詳細な制度設計についてワー
キングチームから報告を行う。
　　　　　　　　　　     ↓
 「ＵＳ－ＶＩＳＩＴ」の日本版の実施を決定

出入国管理及
び難民認定法
改正法案提出

平　成　１　８　年　以　降

「ＵＳ－ＶＩＳＩＴ」の日本版に係
る

システムの調査研究

施行

【制度の概要】
　外国人の上陸申請時に指紋を採取し，テロリスト及び被退去強制者等の上陸を阻止すべき外国人の指紋情報と照合する。これにより要注意外国人の発見を期
し，我が国への入国を阻止する等，必要な措置を図ることとする。また，査証申請時における指紋採取については，在外公館の体制や資機材の整備状況，諸外国
の動向等を踏まえ，順次検討の上，実施していくこととする。
（１）対象外国人
　　　特別永住者等を除いた外国人を対象とする。
（２）指紋採取及び照合時点
　　　上陸審査時に指紋を採取する。
　　　また，査証申請時に指紋を採取することとされた後には，当該採取した指紋情報については，上陸審査時における他人名義査証の行使の防止を図るため，上
　　陸審査時の照合にも用いることとする。
（３）スケジュール
　　　上陸申請時における指紋採取については，平成１７年中に検討を行い，実施に当たっての諸留意点を整理した上，諸外国の動向等を踏まえつつ，平成１８年
　　の通常国会に出入国管理及び難民認定法の改正案を提出し，実現を図ることとする。

【検討事項】
以下の事項についてワーキングチームの場で検討
を行い，次回の犯罪対策閣僚会議までに結論を得
る。
①目的の設定
②指紋照合の方法
③関係機関との連絡体制の構築
④セキュリティ確保・個人情報保護の問題
⑤諸外国の動向

関係当局と協議（予算等）

sa e-Passport
　連携実証実験参　照

国際標準に準拠したパスポートのIC化
とそれを活用した出入国の強化を行う
こととし、2004年度に実証実験を実施


